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• 名前：小林丈太郎 

• 所属：物性基礎論 統計物理学研究室 修士1年 

• 研究内容：1次元量子スピン系（場の量子論を使った理論的研究、数値的手法） 
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• 主な言語モデル 
• ChatGPT (OpenAI)：言語モデルのversionが豊富・連携も充実  

• Claude（Anthropic）： 自然な文章作成・論理展開が得意 

• Gemini（Google）：⾧文が扱える・回答が丁寧らしい⋯ 

 24年7月頃から有料版（$20/month）を使い始める 
 
 

図1. ChatGPTのプロンプト画面 図2. Claudeのプロンプト画面 



• ChatGPT (OpenAI) 

主なモデル 

• o1：高度な推論（有料版） 

• o3-mini-high：高速なレスポンス（有料版） 

       コードの間違いなどを対話形式で 

• GPT-4o：スタンダードなモデル 

搭載機能 

• GPTs：カスタマイズされたチャット欄 

     他人が作ったものも使用可（後述） 

• Deep Research：大容量の文献調査 

 図3. ChatGPTの各モデル ！：Hallucinationが巧みで、正解に見えるような誤りを返す傾向 



• Claude（Anthropic） 

主なモデル 

• Claude 3.7 Sonnet 最新モデル 

 

搭載機能 

• Projects：自分用にカスタマイズしたチャット欄を作成 

• 撮影機能（カメラ・ビデオ） 

 

 図4. Claudeの各モデル ！：大量のサーベイは、ChatGPTに軍配が上がる 



• Claudeを使って作業 
• デバッグサポート 

• 凝ったコードを作る時は、チャットで話し合って作業を
フローチャートに（cf. 並列化プログラム作成） 

• Projectsを使って作業場のディレクトリ構造を覚えさせ
たりもできる 

気をつけていること 
• 研究のソースコード、生データ（計算結果など）

は投げないようにしている 図5. コード修正の様子 



• ChatGPTのGPTs機能を使う 
• 英語のエッセイの添削（資格対策） 

• 勉強した後はまとめノートにする 

 

図6. GPTsでは他人が学習させたチャット欄が
公開されている  

図7. 間違えた問題を張り付けて、まとめノートを
Tex形式で出力させてみた 



• 撮影機能で手書きのノートをTexの資料に変換（デジタル化） 
 

 

図8. 元の手書きノート 図9. Texでの出力結果 



• メリット 
• 学習効率の加速：24時間対応の学習パートナー（英語、 新しいプログラミング言語の学習⋯） 

• 作業の省略：研究効率の上昇（資料作成、デバッグサポート⋯） 

• 複数の視点からのフィードバック：申請書、ブレインストーミング的な使い方も 

 

•

• Hallucination（文献リストなど、もっともらしい
が事実と異なる情報を吐く） 

• 専門性の高い物理領域での精度の低さ 

• 便利さから、思考の外注化につながるおそれ 

• 著作権、研究機密の抵触するおそれ 

 

自分でのファクトチェック 

批判的思考が必要 

 



•

多機能（有料版だと⋯） 

 紹介した使い方以外にも便利な機能があるはず 

この分野の発展は速い（すぐ新しいモデルが開発される） 
ぜひ新しい技術の体験を！ 


